
５．精神障害者が自立して社会に参加できるように、 

  準備や支援を行う 

 

   西垣真澄 

 

①活動の目的 

 統合失調症の発症率は１００人に１人弱と言われる程、頻度の高いものであるが、精神

障害者の雇用については、法定雇用率への参入や、雇用義務化がようやく緒に着いたとこ

ろです。障害者にとって労働はリハビリに有効であり、社会的なコストを考えた場合も、

福祉施設を充実させるよりも労働の場を提供することが重要です。サラリーマンとして企

業側の事情も理解する者として、精神障害者の就労支援を行います。 

 

②活動概要 

 ア）障害当事者に対する就労支援活動、及び障害者施設職員に対する障害者援助支援 

  下表の通り毎月 1 回、定例ワークショップを開催しました。ワークショップの内容と

しては、履歴書の書き方や面接の受け方、自尊感情を高めるためのワークは既に実施済

みでしたので、日常の体調管理の方法や、就労意欲を高めるためのワーク、及び現状の

雇用環境の情報提供などを実施しました。 

  この他に、就労面接への同行、支援機関との面談時の立会などを行いました。 

 

２０１３年度 就労のためのワークショップ 

通算 開催日 題目 内容 

第六回 2013年11月16日 新しい自分の作り方 
セルフトークスキル、ビジネ

スマナー（接遇編） 

第七回 12月14日 新しい自分の作り方 2 
道具を使った心の調整、ビジ

ネスマナー（接遇編） 

第八回 2014年1月18日 作業所の紹介パネルを作る 
プレゼンテーションスキル

を磨く 

第九回 2月8日 雪のため中止 
 

 

第十回 3月8日 新しい自分の作り方 3 

身体を使った心の調整、ビジ

ネスマナー（接遇編）、ビジ

ネス電話対応マナー（敬語）
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２０１４年度 就労のためのワークショップ 

通算 開催日 題目 内容 

第一回 2014年4月19日 職業上の目標設定 

自分の希望する生活を実現

するために、何をすべきかを

整理して、職業プロフィール

を作成する 

第二回 5月17日 
障害者の権利に関する条約 

障害者差別解消法の概要 

障害者の権利に関する条約、

及び障害者差別解消法の概

要について理解する 

第三回 6月21日 なりわいを作る 

自分の価値基準を知り、生活

の糧を得る方法（なりわい）

を考える 

第四回 7月10日 なりわいを作る② 
幸せを感じる、お金の使い方

について考える 

第五回 9月20日 
働くために必要な７つのこと 

企業があなたに求めること 

働くために必要な、７つの要

素について考える 

  

2014 年 1 月 18 日のワークショップの様子 

 

 イ）ピアサポート・グループ活動 

  就労のためのワークショップの開催日に合わせて、会場を変えてピアサポート・グルー

プ活動を実施しました。内実は、ピアサポートグループというより、ご家族の相談会の

ようになってしまいましたが、ご家族支援も大切なことだと考えています。 
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 ウ）レク活動（五行歌） 

  最後に、レク活動の報告をします。「五行歌」という自分の気持ちを、５行の詩で表現

する非常に簡単なものなのですが、参加したメンバーの皆さんにとても好評で、専門誌

にもその時の様子が紹介されました。自分一人で困難を抱え込んでしまいそうな時に、

気持ちを整理したり、外に表現して感情を解放する方法を身につけることは、とっても

大切なことだと思いました。 

   

 

③決算報告書        単位：円 

収 入 大同生命厚生事業団助成金 １００，０００

支 出 ア）就労支援活動 
  ・長机、椅子の購入 
  ・テキスト印刷代 
       ＠１０×２０頁×１０部×１０回 
  ・ワークショップ事務用品 
  ・資料購入費 
  ・交通費（ガソリン代） ＠６００×１２回 
イ）ピアサポート・グループ活動 
  ・ピアサポーター交通費 @３０００円×３回 
              @５０００円×１回 
  ・ちらし作成費 ＠１０×３０枚×１０回 
  ・茶菓代 ＠２００×１０回 
ウ）レク活動 
  ・交通費 
  ・ちらし作成費 @１０×１００枚 

３０，０００

２０，０００

５，５００

２０，５００

７，２００

１４，０００

３，０００

２，０００

３，０００

１，０００

合  計 １０６，２００

以上 
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